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［留意事項］　
１）対話への出席者は、１法人（又はグループ）につき担当者を含めて５名以内としてください。
２）文字フォントの種類は指定しませんが、、読みやすいものを使用し、文字フォントサイズは10ポイント以上としてください。
３）次頁以降の（１）～（15）の対話項目・内容にお答えいただけない項目･内容があっても構いません。その際は、空欄として頂いて構いません。
４）「対話資料」の他に別途提案書を提出頂いても構いません。その場合、Ａ４版とし概ね１０枚程度としてください。
意見・提案

	法人名
	


	対話項目・内容
	(1)本事業への参加意欲

	◆事業収益性を踏まえ、本事業に対する興味・関心を含めご意見をお聞かせください。

	対話項目・内容
	(2)事業手法の考え方

	◆市が建物を長期間（概ね３０年）は所有しないこととしております。その中で最適な事業手法の考え方について、意見をお聞かせください。
※ポイントを参照するなど、意見・提案を記載してください。ポイント全てに対して意見・提案の記載がなくても構いません。

	対話項目・内容
	(3)構造別戸数の考え方

	◆市は概ね20戸程度の木造平屋の住棟整備及び60戸程度のその他構造での住棟整備を想定しています。経済性、効率性及び余剰地活用等の観点から、戸数割合や構造等の考え方について、意見をお聞かせください。


	対話項目・内容
	(4)業務範囲の考え方

	◆民間活力導入範囲のイメージ【資料３】に示す事業を発注区分について、最適な事業範囲区分の考え方について、意見をお聞かせください。
※ポイントを参照するなど、意見・提案を記載してください。ポイント全てに対して意見・提案の記載がなくても構いません。

	対話項目・内容
	(5)VFMの可能性（コスト削減の可能性）

	◆市主体事業と比較し、建設コスト低減の可能性について、意見をお聞かせください。


	対話項目・内容
	(6)維持管理運営業務において想定される課題

	◆新築借上げ型方式を想定した場合、維持管理運営業務の課題、想定される運営会社の考え方等ついて、意見をお聞かせください。
◆BOT方式を想定した場合、業務区分及びその費用について、意見をお聞かせください。


	対話項目・内容
	(7)PFI事業における評価方法（定性・定量評価等）

	◆事業者選定における評価基準や評価方法等について、意見をお聞かせください。
※ポイントを参照するなど、意見・提案を記載してください。ポイント全てに対して意見・提案の記載がなくても構いません。

	対話項目・内容
	(8)リスク分担についての考え方

	◆リスク分担にあたって留意すべき事項等について、意見をお聞かせください。


	対話項目・内容
	(9)公営住宅の施工・維持管理実績

	◆公営住宅における施工・維持管理・PFI事業等の実績があれば情報提供願います。


	対話項目・内容
	(10)余剰地の位置、規模

	◆想定される余剰地の位置、規模、買い取りの可能性等について、意見をお聞かせください。


	対話項目・内容
	(11)余剰地において想定される土地利用方法

	想定される余剰地の土地利用方法について、意見をお聞かせください。

	対話項目・内容
	(12)余剰地の買取価格水準等

	◆想定される余剰地の概算の買取価格について、意見をお聞かせください。

	対話項目・内容
	(13)本事業において想定される工期、概算事業費

	◆市は、「実施要領４．事業スケジュール案」及び資料７に示した事業全体スケジュール案を想定しています。スケジュール案について、ご意見をお聞かせください。
また、本業における概算事業費について、意見をお聞かせください。


	対話項目・内容
	(14) 市内企業・団体等との連携

	◆本事業の実施するにあたり、市内企業・団体等との連携について、どの事業範囲・業務分野において可能と考えますか。


	対話項目・内容
	(15)その他（自由意見）

	◆直近の建設費の動向、恵央地区の不動産市況及びその他事業者としての意見・提案等が他にありましたらお聞かせください。



［留意事項］　
１）（１）～（15）の対話項目・内容ごとにＡ４版・１ページ使いとする必要はありません。ひとつの対話項目・内容に対する意見・提案が複数ページとなること、または複数の対話項目・内容に対する意見・提案が１ページに記載されていても構いません。

２）◆※などの注意書き等は、作成時に削除しても構いません
３）余白や枠の大きさは、適宜増減しても構いません。ただし、Ａ４版に納めてください。
４）文字フォントの種類は指定しません。ただし、読みやすいものを使用し、文章・タイトルの文字フォントサイズは10ポイント以上としてください。
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